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個別支援プログラムの全体像
：全体会 ：個別フォローアップ

オリエンテーション

各社 計画発表

個別相談①

発表会

10月4日

10月31日/１１月２日

１１月（企業ごと）

１月（企業ごと）個別相談②

2月7日

プログラム概要、計画作成方法、コミュニケーション方法の確認

フレームワークに沿って策定した取組計画の発表

計画推進における課題や進捗の確認
各社の状況に合わせた個別のフィードバック

推進状況と次年度以降に向けた展望の発表

各社
計画
推進

参加希望いただいた登録更新企業を対象に、ＳＤＧｓ推進の専門家が約4か月伴走支援するプログラムを実施しました。
参加企業は直近の取組計画を立て、個別相談を通じて適宜軌道修正を行いながら、実際にSDGs推進施策を実行していきました。
2月7日に発表会を開催し、参加企業間で取組結果やそこから見えた課題感、今後に向けた展望等を発表・共有し合い、同プログ
ラムは終了となりました。
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個別支援プログラム実施の背景と目的

長野県ＳＤＧｓ推進企業登録制度では、更新のタイミングで取組の現在地を把握するためのチェックシートを導入しています。
チェックシート回答後に発行される取組レベル結果レポートからは具体的なアクションプランが確認できますが、実際にそれを計
画に落とし込み、SDGsの実現に向けて会社としての行動を変えていくのは難しいという声も多くありました。
そこで、本プログラムでは、更新時の現状を踏まえた計画策定と最初の一歩（第一ドミノ）に対して専門家が伴走支援を行い、会社
としての取組の更なる加速を目指しました。

①取組の現在地を把握 ②取組計画の策定／施策実行 ③ＳＤＧｓの実現

＜取組レベル結果レポート＞
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参加企業とプログラムを通じて策定した取組計画

今年度は、マリモ電子工業様、東京損害生命保険サービスオフィス様、北アルプス森林組合様の3者にご参加いただきました。
取組計画策定にあたっては、各者が目指す理想の姿と現状のギャップをいかに埋めるかを考え、複数の施策がドミノ状に好循環
を生んでいくような施策設計を行いました。本プログラムでは、その中でも最初の一歩となる「第一ドミノ」の実行に注目し、取組
を進めていきました。
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企業間コミュニケーション／最終発表（今後に向けて）

取組を進める上では、計画通りにいかないことや悩みが出るのはある意味当然のことです。本プログラムでは、皆さんにグループ
チャットにご参加いただき、随時質問や連絡が取れる体制を確保して伴走支援を提供いたしました。
最終発表会では、各者の着実な取組成果と今回の取組の先を見据えた展望を発表いただき、長野県ご担当者様からも、大変すば
らしい取組であるとのお言葉を頂戴しました。
今後はこうした企業間の対話も増やしつつ、県全体としてSDGs達成に向けた取組をより強化していきたいと考えています。

参加企業間コミュニケーション 最終発表会（取組結果と今後に向けた展望の共有）

プログラム期間中の連絡はチャットツールを活用。
県担当者、参加企業、プログラム事務局が参加し、
随時質問や連絡をし合いながら推進。




